コンテンツグローバル需要創出促進・基盤強化事業費補助金による
（5）デジタル配信を念頭においたストーリー性のある映像の制作・発信を行う事業
事業応募フォーム

【応募誓約事項】
下記注意事項を読んだ上、それぞれに○チェックしてください。
同意できない場合、本補助金は利用いただけません。
(　)補助金公募要項をよく読み、本補助金の目的と制度を理解した

(　)補助金公募要項の注意事項ページに記載された事項に同意する
(　)この事業計画で取扱うコンテンツには成人向け、政治的、宗教的宣伝意図を有するもの、特定の政治的、宗教的立場を誹謗中傷するもの、およびこれらに準じるものは含まれていない
	案件番号        


※事務局使用
（1）事業者の概要等
	申請事業者名＊ <公表>
	

	事業担当者連絡先
	郵便番号＊
	〒
	都道府県＊
	

	
	住所＊
	

	
	部署＊
	

	
	氏名＊
	

	
	電話＊
	

	
	メール＊
	


（2）事業サマリー
	事業名＊ <公表>
	

	事業の概要＊ <公表>
※この内容は「様式1.補助金交付申請書」に反映されますので、コンテンツ名、事業詳細（いつ、どこで、何を、何のために、どのように、等）を簡潔に記入してください。
200字程度
	


（3）事業期間について
	映像制作期間＊
	年　月　日（発注開始日）　～　年　月　日

	発信・効果検証期間＊
	年　月　日　～　年　月　日（作業終了日）

	事業完了予定日＊　

	年　月　日
※全ての支払が終了し、実績報告をする日(上記作業終了日から90日以内)


（4）費用について（収支計画書の金額と合致するように記載ください）
	事業の総経費＊ <公表>　自己負担分も含め事業に係る全費用
	円

	補助対象経費＊ <公表>　上記のうち本補助金の対象となる経費
	円

	補助額＊ <公表>　補助対象経費の１／２を千円未満切り捨てたもの
	円


（5）戦略性：ブランディングについて＊
	○自社の抱える現状の課題は何か <現状分析>

・事業応募に至った背景となる、自社の置かれている現状と課題について分析して記載
400字以内で簡潔に記入してください。

	

	〇本事業によって達成したい目的は何か <期待する効果>
・上記課題に対する解決方法と、達成イメージを記載
400字以内で簡潔に記入してください。

	

	○訴求したい相手は明確か <主となる対象者・タッチポイント>

・ストーリー性のある映像を活用して訴求したい主な相手は誰か
・具体的な人物像（ペルソナ）と、その人がどこで映像に触れるか（タッチポイント）を記載
400字以内で簡潔に記入してください。

	


	○関係ステークホルダーの整理 <外部環境・内部環境の確認>
・既存客や既存取引先といった関係者は誰になるか、それぞれの属性、数、接点等を整理して記載
・インナーブランディング（社内向け）が目的の場合はその旨記載
400字以内で簡潔に記入してください。

	

	○ブランドコンセプト
・ブランドを短い一文で表現（＝タグライン）　40字以内で簡潔に記入してください。

	

	〇映像の世界観
・理解、共感してもらいたい理念、イメージ（形容詞等）
400字以内で簡潔に記入してください。

	

	〇ストーリー性のある映像を通じて対象者にどういう感情を喚起させたいか、ブランディングにおける「ねらい」は何か
400字以内で簡潔に記入してください。

	


（6）戦略性：メディアプランについて＊
	○対象者に対して、効果が高い手段で映像の発信を行うプランを立てられているか
・ペルソナとタッチポイントを踏まえて、具体的にどのメディアでどのような戦略・手法を用いてコンテンツを届けるか記載
400字以内で簡潔に記入してください。

	

	○複数のメディアにおいて異なる尺で発信するなど、完成した映像を積極的に活用するプランを記載。
400字以内で簡潔に記入してください。

	

	○関係ステークホルダーを活用した発信
・既存の関係ステークホルダーを通じ、どのような戦略・手法を用いてコンテンツを広く届けるか記載
400字以内で簡潔に記入してください。

	


（7）コンテンツ（映像）について＊
	○コンテンツ企画＜概要＞
・制作しようとするコンテンツの内容（ストーリー）を一文で表現（＝ログライン）
40字以内で簡潔に記入してください。

	

	○コンテンツ企画＜詳細＞

	コンテンツの種類・表現方法
例：アニメ、実写等

	

	尺・本数（合計15分以内）
	

	その他詳細
※企画書・絵コンテは必須です。別途、添付書類としてご提出ください。
	

	○コンテンツ力
※コンテンツの内容(ストーリー)はブランドコンセプトに沿っているか。
※国内外における影響力や展開力はあるか。
400字以内で簡潔に記入してください。

	


（8）成果目標・効果検証＊
	○本事業の定性的・定量的目標について説明してください。
・定量的目標としては、数値目標（視聴回数等）を記載
・定性的・定量的目標それぞれにおいて、事業期間内に報告できる短期的な目標と将来的に達成を
目指す中期的な目標を設定してください。

400字以内で簡潔に記入してください。

	

	〇目標に対する適切な効果検証方法の設定等について説明してください。
400字以内で簡潔に記入してください。

	

	〇ブランディングにおける「ねらい」の達成状況の判断基準について説明してください。
・ストーリー性のある映像を通じ、対象者に喚起させた感情の効果検証方法等を記載
400字以内で簡潔に記入してください。

	


（9）必然性＊
	○なぜ応募事業者が実施するのか、なぜいま実施するのか、補助金があることによって実施できることは何か、等について説明してください。
400字以内で簡潔に記入してください。

	


（10）事業遂行力＊
	○事業全体に見合った財務基盤、自社内やパートナー企業の実施体制、過去実積、等について説明してください。
※実施体制図は必須です。別途、添付書類としてご提出ください。

400字以内で簡潔に記入してください。

	

	○映像制作者（制作会社・クリエイター）の概要、実績等について以下の各項目を記載してください。
※映像制作者、コーディネーター（ブランディング戦略立案、メディアプラン立案）は兼任可

	映像制作者（制作会社・クリエイター）名＊ <公表>
	

	概要
	郵便番号＊
	〒
	都道府県＊
	

	
	住所＊
	

	
	代表者氏名＊
	

	
	担当者氏名＊
	

	
	電話＊
	

	
	メール＊
	

	実績
	本事業と類似の映像などの制作実績（国内や他の展開先での知名度、実績等）

	


（11）多面的展開
	○映像を活用するための連携事業（リアルイベント等）の実施、等について該当があれば説明してください。

400字以内で簡潔に記入してください。

	


(12)ビジネス評価
	○クラウドファンディングによる資金調達の実績、等について該当があれば説明してください。
・内容、目標額、どのくらい達成できたか 等。
400字以内で簡潔に記入してください。 

	


(13)海外展開発信力
	○展開先国の概況調査がなされ、事業計画に反映されているか（ローカライゼーションが適切であるか等）、海外メディア・インフルエンサー等の活用、クリエイターの国際映画祭等における受賞歴、国際的な見本市・展示会において映像の活用を予定しているか等、該当があれば説明してください。
400字以内で簡潔に記入してください。 

	


(14)-1 コーディネーターとの連携（地銀・信金、商工会・商工会議所などの経営支援機関等）
	○映像制作の前提となる企業の経営課題やステークホルダーの整理といったブランディング戦略立案を行える事業者（地銀・信金、商工会・商工会議所などの経営支援機関等）との連携を行う場合、当該事業者の概要、実績等について以下の各項目を記載してください。
※映像制作者、コーディネーター（ブランディング戦略立案、メディアプラン立案）は兼任可

	事業者名

	

	概要
	郵便番号
	〒
	都道府県
	

	
	住所
	

	
	代表者氏名
	

	
	担当者氏名
	

	
	電話
	

	
	メール
	

	実績
	本事業と類似した事業の実績
	


(14)−2 コーディネーターとの連携（映像企画会社、広告代理店、印刷会社等）
	○完成した映像を効果的に発信するためのメディアプラン立案などを行える事業者（映像企画会社、広告代理店、印刷会社等）との連携を行う場合、当該事業者の概要、実績等について以下の各項目を記載してください。
※映像制作者、コーディネーター（ブランディング戦略立案、メディアプラン立案）は兼任可

	事業者名
	

	概要
	郵便番号
	〒
	都道府県
	

	
	住所
	

	
	代表者氏名
	

	
	担当者氏名
	

	
	電話
	

	
	メール
	

	実績
	本事業と類似した事業の実績
	


(15)政策評価
	○以下の各項目に当てはまる場合、「○」を記載してください。

	・補助金申請時点で地域未来牽引企業に選定されており、地域未来牽引企業としての「目標」を経済産業省に提出している
	

	・地域未来投資促進法の地域経済牽引事業計画（補助金申請日が当該計画の実施期間内であるものに限る）の承認を取得している
	


（7ページ）
注１　＊印は必須項目につき必ず記入してください。
注２　採択された場合、＜公表＞とあるものは事務局が予告なしに公表することがあります。
注３　詳しく説明したい事項や既存の企画書などがある場合は別紙にして補足資料を添付してください。

